
第５３回 埼玉文芸賞 

受賞作品が決まりました！ 
 

  埼玉県・埼玉県教育委員会では、県内における文芸活動の振興を図るため、昭和４４年に埼

玉文芸賞を創設し、文芸各部門の創作活動において特に優れた作品を顕彰しています。 

  第５３回となる今回も、幅広い年齢層からの応募があり、小説・戯曲、文芸評論・エッセイ・

伝記、児童文学、詩、短歌、俳句、川柳の部門に合計３９０点の作品が寄せられました。 

  これらの作品について、２月４日（金）さいたま文学館で開催された選考委員会の推薦に基

づき、埼玉文芸賞３点、同準賞８点、同奨励賞２点を下記のとおり決定しました。 

  次ページ以降に、埼玉県ホームページの県政ニュースで発表した選評を掲載します。 
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                             ※「 」は生原稿・雑誌掲載作品、『 』は単行本 

埼 玉 文 芸 賞 

埼玉文芸賞準賞 

埼玉文芸賞奨励賞 



- 2 - 

 

 

小説・戯曲部門 相澤  与剛  北原  立木  高橋 千劔破 

文芸評論･エッセイ･伝記部門 佐藤  健一  杉浦   晋  野村  路子 

児童文学部門 金治  直美  櫻沢 恵美子  森埜 こみち 

詩部門 北岡  淳子  鈴木 東海子  野村 喜和夫 

短歌部門 大河原 惇行  沖  ななも  外塚   喬 

俳句部門 岩淵 喜代子   落合  水尾  尾堤  輝義 

川柳部門 酒井  青二  相良  敬泉  四分一 周平 

氏名は部門別５０音順（敬称略）  

 

 
 

 

【小説・戯曲部門】 

第５３回埼玉文芸賞の選考会議は、令和４年２月４日、さいたま文学館の会議室で開かれた。 

選考委員は、元時事通信社出版部長で文芸評論家の相澤与
とも

剛
つよ

、作家の北原立木
たちき

、作家で文芸評論家の

高橋千劔破の３名。 

候補作は７１編。全部に目を通すのは、結構大変だが、駄作も少なからずあり、熟読すべき作品は、

そう多くはない。選考会当日。各自、受賞作及び佳作にふさわしいと思う作品をそれぞれが持ち寄った。

この段階で作品がバラバラということは、まずない。 

１３時３０分から選考会となった。まず話題となったのが「カラスの居場所」で、題名もユニーク、

内容も面白く、受賞作と決まった。タイトルは、同名の喫茶店の名前である。かつてはバーであった。

その「カラスの居場所」にまつわる「僕」の若き日の思い出が淡々と語られ、心に沁みる。作者は女性

で、男性の視点で書いているが、違和感はない。佳作もそれぞれ趣があり、選考委員の心を捕えた。 
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ち は や

）                                 

 

 

【文芸評論・エッセイ・伝記部門】 

 準賞２作品を選ぶことができた。中野利子「半泥子と幼い日の私」は、津市の百五銀行第６代頭取で

陶芸家の川喜多半泥子が描きのこした作者幼時の肖像画をめぐって淡々と語り、上品な話に仕上げてい

る。その書き方が委員の好感を呼び、第１席に推す。大川哲夫「第十五世住職「良寛」」は、菩提寺の護

持会の引き継ぎ書類として偶然手にした分限帳書上控の歴代住職欄に「良寛」の記載を見つけ、コロナ

下の行動制限を幸いに追跡調査するが良寛違いで挫折に至る、その経緯を語りつつ既知の良寛像を駆け

足でたどった芸ある作品である。 

 佳作は６作品と多いが、どれかを外すわけにはいかない。第１席は村上トシ子『釈迦堂の桜』。他に順

不同で、山﨑十生「私の中の寺山修司」、鷹志かれん・辻桂子（共著スタイルの個人誌）『変奏曲を編む

』、川越幸子「故郷の人たち」、山本久美子「私の渾名は「ボタンさん」」の以上がエッセイ。清水悠希「

ヴァイキングたちの料亭政治」は文芸評論での応募。 
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【児童文学部門】 

応募作品数は３６編。今回も埼玉文芸賞、奨励賞ともに該当作なしではあるが、高学年以上対象を中

心に意欲作が集まった。    

準賞１席、久里明生「学と歩」。中学３年生の学は、修学旅行先で自分そっくりの少年、歩と出会う。

彼は離れ離れに育った双子の兄弟だった――。２人の思いや暮らしにリアリティがあり、一気に読ませ

る筆力を感じた。 

準賞２席は、福島のりよ「レバノンの空の下 難民キャンプに生きる」。シリア難民の過酷な現状を物

語として描く。難しいテーマに果敢に挑んだ、力のこもった作品。 

以下、佳作について。「ギイとテツ、そこにサヨリ」は、ギイのキャラクターが光る。「星の王」は環

境問題というテーマ性は強いが、ユーモラスな文章で楽しめる。「袖引小僧」は、埼玉に伝わる妖怪が主

人公の愛らしい物語。「飛びはねて空」予知能力を持つ少年の葛藤を描く。「お稲荷様は大忙し」地元の

神様をめぐる３部作。「スケープ・ゴースト・タウン」は若い人らしい表現の詩。 
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【詩部門】 

 詩部門の応募数は４５点で、単行本７点と原稿作品３８点であった。このうち田中眞由美『しろい風

の中で』は画布に色彩の言葉を重ねて立体的に描写する作品、宮尾壽里子『海からきた猫』は発想力の

豊かさで青の想いで膨らむ家族史の作品、松井ひろか『十六歳、未明の接岸』は繊細な表現が独自性に

向い歩行している作品の単行本詩集３冊が最終的な候補となりさらに検討が行われた。各詩集に力量が

認められたが審議の結果、第５３回埼玉文芸賞は田中眞由美詩集『しろい風の中で』に決定した。体験

を表現方法により身近な情景から存在の在り方を綿密に追求している作品が高く評価された。 

 佳作には前記の宮尾氏、松井氏の他に、二宮清隆『ゆめ野』、渡部榮太「詩」、渡辺穎子「夏の訣れ

」、見沼夜来「五億年後の聖書」の６名とした。なお高校生の応募は１点で奨励賞は該当作なしとした。 
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【短歌部門】 

 高橋元子氏の歌集『帽子が不在』に決定した。定年退職後、夫との暮らしを丁寧に詠みこんでいる。

子供の巣立ったあと、病を持つ夫を支え続けている日常である。 

壁にふたつ帽子かけおく夫なりけふはあそびの帽子が不在 

  花びらを帽子にのせて帰りくる夫の行動範囲は知らず 

 遊びの帽子が無いということは出かけているのであり、それが元気でいる証で安堵している。居ない

ところから夫を推測する発想の柔軟性が各所に見える。身の巡りの出来事にも気を配りつつ、自分自身

を見つめていて、安定感のある１冊として纏まっている。 

 他に佳作として佐藤理江氏の『最初ギリッとふたを開け』、河竹由利氏の「言葉」、岩本実佳氏の「藍、

深まる愛」、間野倉子氏の『糸に戯ぶ』、茉莉亜・ショートパス氏の「１３月のミニスカート」、玉田 

一聖氏の「桜石の郷」の６作品に決定した。  
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【俳句部門】 

コロナ蔓延により生活習慣が変わってしまった、日々の重圧の一年であった。そのためか応募数は 

２０編少ない６７編であった。 

今回は磁石に吸い付いてくる針のような作品は見られず、埼玉文芸賞を選ぶことはできなかったが、

次のように決定した。 

準賞に、佐怒賀由美子氏の『仔猫跳ねて』と石原静世氏の『栗おこは』を選んだ。 

佳作には、木下周子「秋祭」、小林邦子『無伴奏チェロ』、平井萌黎「遠き紫」、田中美佐子「葱」、 

鎌形功「玄」、横田幸子「翼」の６編である。 

準賞２名は単行本、佳作は３名単行本等、３名は原稿による応募であった。 

句集と原稿の応募作品を比較することの難しさを感じつつ、次回こそ５０句応募の作品に期待したい。 

そして奨励賞は、佐々木彩乃氏の「消えていく」に決まった。 
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【川柳部門】 

応募作品４７点、３委員協議により準賞２名、奨励賞１名を決定した。 

準賞１席は山端眞佐子氏の「愛しい日々」。日常生活の一コマを切り取って１７音字に作りあげた力

量が素晴らしい。（揺り椅子にまどろむ父のいた日向）。準賞２席は相川敦美氏の「女」。目線の位置

が千差万別で自己表現に巧みさがあり、自分を良く観察されている。（願い事仏の手からこぼれ落ち）。

奨励賞には嶋田優里氏の「成長」を選出した。見たままの写生を突き抜けた言霊の躍動が感じられ観察

力（感性）が光る。（あめんぼを人差し指で沈めてく）。 

佳作には三代司さゆみ氏の「敵」、鎌倉八郎氏の「蟷螂の斧」、康永京子氏の「生きる」、村田伊代

氏の「微笑の日々」、岡田深幸氏の「青春列車」、中本友持氏の「日々これ好日」の６名を選出した。 
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  第５３回埼玉文芸賞贈呈式につきましては、３月１９日（土）さいたま文学館にて開催を予定してお

りましたが、新型コロナウイルス等の感染拡大予防のため、主催者の判断により開催中止となりました。

御来場を予定されていた皆様には大変申し訳ございません。贈呈式内で毎年いただく選考委員による部

門別講評につきましては、３月中旬にさいたま文学館ＨＰにて公開し、書面にて配布いたします。 

また、第５３回埼玉文芸賞受賞作品は、６月末刊行予定の「文芸埼玉」第１０７号に掲載されます。

刊行後は、県内の公立図書館や公民館等（※）にお送りする他、当館２階図書室での閲覧と１階受付で

の販売を予定しております。詳細は下記へお問い合わせください。 

※閲覧を御希望の際は、目的の施設にあらかじめ電話等で御確認の上、お訪ねください。 

 

   ○お問合せ先  さいたま文学館  〒３６３－００２２ 桶川市若宮１－５－９ 

                            電話 ０４８－７８９－１５１５ 

贈呈式の開催について 


